
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

酸性雨等による森林衰退が懸念されているので、酸性雨の実態を明らかにするとともに、酸性雨がスギの生育や土壌の
酸性化にどのような影響を及ぼすか把握し、千葉県の森林、樹木の保全に役立てる。 

［成果内容］ 

調査地は(1)山武町(2)千葉市(3)市原市臨海部の３か所で、林外雨、林内雨、樹幹流を採水し、pＨ、EC及び各成分を分
析した。併せて、調査地(1)と(3)から土壌と円板を採取し、pH、N、Cを分析するとともに、年輪幅を測定した。その結
果次のことが明らかになった。 

１．1992年4月から2000年８月まで各調査地ともに林外雨（降雨）のｐＨは4.9～5.8の範囲で酸性化の傾向は認められ
なかった。しかし、2000年9月以降、調査地(1)でｐＨ4.5以下を記録した。これは三宅島雄山の噴火の影響と考えられ
た（表―１）。 

２．ｐＨとＥＣの関係から各調査地の林外雨の汚染状況をみたところ、調査地(3)の清浄降雨はわずか３％で非常に汚
染されていた。 

３．林外雨による8年間の年平均降下量は調査地(3)が(1)の2.0倍であったが、林内雨による降下量は3.1倍に拡大し
た。これは主に乾性降下物量の違いと推定された（表―２）。 

４．各調査地ともに、酸性雨による葉の可視被害はみられなかった。 

５．土壌の酸性化に関与する硝酸及び硫酸イオンの土壌への負荷量が調査地(3)が(1)の3.7倍に達し、この影響で(3)の
表層土壌に幾分酸性化の傾向がみられた（表―３、４）。 

６．林内雨によるＮ成分の降下量は調査地(3)が(1)の2.7倍に達し、また、表層土壌のＮ含有量も2倍になった。このこ
とが調査地(3)の大径木において1985以降の年輪幅の増大につながったと考えられた。 

７．樹勢の衰えた大径木において施肥することにより樹勢回復の可能性が示唆された。 

［留意事項］ 特になし 

［普及対象地域］ 県下全域 

［行政上の措置］ 特になし 

［普及状況］ 特になし 

［成果の概要］ 

部門 林業 対象 研究 

課題名：酸性雨の実態とスギの生育環境に及ぼす影響 

［要約］林外雨（降水）の酸性化は認められない。2000年９月以降三宅島雄山の噴火の影響により幾分
酸性化している。酸性雨による葉の可視被害は3調査地ともにみられない。市原市臨海部では幾分土壌の
酸性化が認められ、また、林内雨に含まれる窒素成分が多量森林土壌に降下し、その影響により1980年
代後半からスギの年輪幅が増大している。 
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